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　新翅類の初期の適応放散に由来する多新翅類は、昆虫
多様化の基礎を築いた分類群であり、その系統進化に関
しては長年議論が続いてきた（Whit�eld and Kjer 2008; 
Klass 2009）。近年になって、ゲノム系統学の発展により
多新翅類の単系統性が支持され、新規の系統仮説が提唱
されるなど、多新翅類の進化をめぐる議論は新たな展開
を迎えている（Misof et al. 2014; Wip�er et al. 2019）。こ
のような中で、卵形態をはじめとした発生学的形質は、
多新翅類の系統進化を理解する上で重要な形質として注
目されている（e.g., Mashimo et al. 2016）。
　卵門は受精時に精子の侵入口となる卵構造である。多
新翅類では目ごとに定まった卵門プランがあることや、
近縁な目間で卵門プランが共通することが知られている
（Uchifune and Machida 2005; Uchifune et al. 2006; 
Jintsu et al. 2007; Mashimo et al. 2015; Fujita and 
Machida 2017; Fukui et al. 2018; Mtow et al. 2021; 
Shimizu and Machida 2024）。一方、多新翅類最大の目
である直翅目ではキリギリス亜目とバッタ亜目で卵門プ
ランが異なり、目全体としてのグラウンドプランの理解
は難しい（Mashimo et al. 2016）。バッタ亜目の卵門は、
これまで主に派生的なバッタ上科の形質状態をもとに、
「卵後極にリング状に配置する」と理解されてきた
（Mazzini 1987）。しかし、近年、バッタ亜目の最原始系
統群であるノミバッタ上科で「卵前極にリング状に配列
する」卵門プランが観察されたことから、バッタ亜目の
卵門のグラウンドプランに再検討の必要が出てきた（澤 
2017, 2019）。ここにおいて、ノミバッタ上科に次いで初
期に派生したグループとされるヒシバッタ上科の形質状
態は、バッタ亜目のグラウンドプランを理解する上で重
要である（Song et al. 2015, 2020）。以上のような背景か
ら、本研究では、ヒシバッタ上科の卵門プランの解明な
らびにバッタ亜目および直翅目の卵門のグラウンドプラ
ンの構築を目的として、ヒシバッタ上科に属するハラヒ
シバッタ Tetrix japonica（Bolívar, 1887）およびトゲヒ

シバッタ Criotettix japonicus（Haan, 1843）の卵形態の
検討を行った。
　ハラヒシバッタおよびトゲヒシバッタを採集し、成熟
メスの解剖により未受精成熟卵を採取した。実体顕微鏡
および走査型電子顕微鏡で卵を観察したところ、卵中央
のやや後極寄りにリング状に配列する卵門様の構造が観
察された。この構造を切片として組織学的に観察したと
ころ、孔構造が外卵殻および内卵殻をともに貫通してお
り、この構造は卵門であると同定できた。以上の観察結
果から、ヒシバッタ上科の卵門は、卵中央のやや後極寄
りにリング状に配列することが明らかになった。
　バッタ亜目内の系統関係と形質分布を考慮すると、本
研究で観察されたヒシバッタ上科の卵門プランは、ノミ
バッタ上科でみられる「卵前極のリング状配列」と、 バッ
タ上科などでみられる「卵後極のリング状配列」の中間
型であると理解できる。すなわち、バッタ亜目内におい
て、卵門の位置が前極から後極へと変遷してきた可能性
が示唆される。今後は、バッタ亜目各群の内部生殖系の
形態や初期発生（受精）も検討することで卵門の位置変
更の背景を議論するなどし、直翅目の卵門プランの多様
化や多新翅類における卵門プランの進化変遷に関わる議
論を進めていきたい。
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